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実験には健康な雄の成犬 (10--15kg) を用いた。 副甲状腺ホルモンとしては Parathormone (E. Lilly) 
を使用し，その 20--251. U . /kg 体重を毎日皮下へ注射した。投与期間は， 3 日間で打ち切ったもの(短
期間投与群)及び15日間続けたもの(長期間投与群)の 2 通りとした。実験犬は Nembutal 麻酔のもと
に殺し，迅速にその腎臓を摘出した。その一部は中性ホルマリン固定により， H.E 染色， PAS 染色，
カルシウム染色，核酸染色及び蛋白染色に供し，他の一部は 200C のクリオスタット内にて 20μ の新
鮮未固定凍結切片を作成し，酸性フオスフアターゼ，アルカリ性フオスフアターゼ，コハク酸脱水素酵素，
乳酸脱水素酵素及びアミノベプチダーゼの活性をそれぞれ検索した。
























2. 近{ú:曲版細管においては，その官!見山を充たす PAS 陽性の多糖類円柱を認め， [ilJ n!jにその部位に石
氏沈おを i~2 める q この PAS 陽性物質は多糖類を合む蛋白体であり，そのカルシウム親和性から見て，恐
らくこれを matrix として石灰沈着がおこるのであろうと考えられる。























の発生機序を解 f}J jする上において， )意義のあるものと認められる。
ー- 53 ー
